
による持続可能な研究開発の実現

年 月 日 木



【 開催のお知らせ】

ダッソーシステムズ・ は、 月 日 木 に「 」を東京コンファレンスセンター・品川にて開催
いたします。

今年は「 による持続可能な研究開発の実現」と題して、様々な産業・分野におけるユーザーの皆様のご講演、 ソ
リューション最新情報の紹介を予定しております。

午前中のプレナリーセッションでは、基調講演にペロブスカイト太陽電池分野でご活躍されております
国立大学法人 東京大学 大学院総合文化研究科 教授 瀬川浩司氏をお迎えします。
また、 と から のビジョン、ソリューションロードマップのご紹介をさせていただきます。

午後からは、分子モデリング シミュレーション、データサイエンス インフォマティクス、ラボ 研究情報管理の つのソリューション
領域に分かれて、ユーザー様による ソリューションの運用事例や活用法、日本のスタッフからの最新事例紹介など計 セッショ
ンを予定しております。

セッション終了後にはユーザーの皆様同士の交流を深めていただくネットワーキング懇親会を企画しております。
研究開発 の最新の動向やトレンドに触れる大変貴重な機会になります。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。

ダッソー・システムズ

【 お申込みウェブサイトについて】
以下イベントサイトにアクセスいただき、「今すぐ登録」＞「お申し込みフォーム」に必要事項を記入
の上、お申込みをお願いいたします。

参加お申込みはこちらから

【開催概要】

タイトル による持続可能な研究開発の実現

開催日時 年 月 日 木 （ネットワーキングパーティー ）

会場
東京コンファレンスセンター品川 ５階
東京都港区港南 アレア品川

費用 無料（※事前登録制）

主催 ダッソー・システムズ株式会社

構成

のビジョン・事業戦略
からのソリューションロードマップ紹介

基調講演
ユーザー様からの事例発表

日本スタッフによる事例・ソリューション紹介

対象業界 化学・消費財・材料・素材・自動車・ハイテク・ライフサイエンス業界向けユーザー会

【イベントのみどころ】
・基調講演として東京大学大学院総合文化研究科教授瀬川浩司様より
「国産再エネとして期待されるペロブスカイト太陽電池―技術開発の現状と展望」と題してご講演いた
だきます。

・午後は各ソリューション領域におけるユーザ―様ご利用事例発表などを予定しております。

・ からは今後のビジョン、グローバルの先端事例や製品ロードマップをご紹介予定です。

詳しくはプログラムをご覧ください。



プログラム

熱硬化性樹脂の硬化反応と
熱伝導率計算及び解析
積水化学工業株式会社
センター先進技術研究所

情報科学推進センター 副主任技術員
洲上 唯一

化学分野における
大規模言語モデル の適用

インダストリー・プロセス・コンサルタント
笠井 俊宏

三菱ケミカルの デジタルインフラ構想と
電子実験ノート

三菱ケミカル株式会社
ファンクショナルエクセレンス本部

企画部 担当部長
瀧原 毅

休憩

の導入とその活用
クミアイ化学工業株式会社
化学研究所 研究管理課

青木 寛人

休憩

の自己組織化を標的とした
マルチスケール計算
日産化学株式会社

物質科学研究所・物質解析研究部 研究員
浅見 祐也

創薬研究のためのデータ活用基盤の構築
ラクオリア創薬株式会社

研究開発部門インフォマティクス研究部
部長 ／ 名古屋大学環境医学研究所
ラクオリア創薬産学協同研究センター

特任准教授
森田 幹雄

キリンホールディングス株式会社における電
子実験ノートの導入及び
その効果と影響について

キリンホールディングス株式会社
キリン中央研究所 主査 主務

篠原 裕之

休憩

エポキシ樹脂の硬化過程における
不均一構造形成

九州大学
次世代接着技術研究センター

教授・副センター長
山本 智

カネカにおける を基盤とした 推進
株式会社カネカ

２ 本部 ２ 戦略室 兼
グループ 幹部職

神田 彰久

休憩

の当社での応用事例
花王株式会社
解析科学研究所
主任研究員
武田 康助

電子実験ノート追加機能開発基盤の構築
株式会社レゾナック

計算情報科学研究センター 情報・
インフォマティクスグループ

チーフ・リサーチャー
川原 悠

原材料を紐づけた配合管理で実現する

法規制コンプライアンスチェック

インダストリー・プロセス・コンサルタント
亀井 理恵

ネットワーキングパーティー・懇親会

プレナリーセッション

開会のご挨拶
ダッソー・システムズ株式会社 ブランドマネージャー 菅谷 信敬

・

セッション

の展望と事業戦略
（日本語による と の要約）

ダッソー・システムズ株式会社 ブランドマネージャー 菅谷 信敬

【基調講演】国産再エネとして期待されるペロブスカイト太陽電池―技術開発の現状と展望
国立大学法人 東京大学大学院総合文化研究科 教授

瀬川 浩司

ランチ

ブレイクアウトセッション

※プログラムは予告なく変更される場合がございます。ご了承ください。



午後の部：

熱硬化性樹脂の硬化反応と熱伝導率計算及び解析
積水化学工業株式会社

センター先進技術研究所 情報科学推進センター副主任技術員
洲上 唯一

近年、電気自動車・ハイブリッド車の開発により、パワーモジュールの高性能化・小型化が加速している。そ
れに伴う内部から発生する熱の放熱性が重要となっており、金属を樹脂シートで貼合せた絶縁樹脂基板がキー
マテリアルとなっている。そこで、樹脂の放熱性をシミュレーションによって評価・設計に活用することを目
的とし、 を用いた全原子型分子動力学シミュレーションによる熱硬化性樹脂の硬化反
応と熱伝導計算を実施し、その結果を解析することで高熱伝導な樹脂設計のための指針探索を行った。本講演
では上記の実施内容について述べる。

の自己組織化を標的としたマルチスケール計算
日産化学株式会社
物質科学研究所・物質解析研究部 研究員
浅見 祐也

近年、計算機性能の向上やスパコン利用の促進に伴い、企業における計算科学の重要性が高まっている。最近
弊社でもこのようなニーズに答えるため、 を導入して材料系の構造・物性計算をマルチスケー
ルで行う技術構築を進めてきた。本講演では弊社がヘアケアおよびスキンケア用途で販売している の主な
有効成分であるパルミトイルジペプチド に着目し、この が示す特異な自己組織化過程を粗視
化分子動力学計算を用いて追跡した結果をご紹介する。また実験値を再現する粗視化条件と粗視化から全原子
へのリバースマッピングを利用することで、膜レベルの分光実験の結果を再現する計算結果が得られることを
ご紹介する。

エポキシ樹脂の硬化過程における不均一構造形成
九州大学
次世代接着技術研究センター 教授・副センター長
山本 智

エポキシ樹脂は、主剤と硬化剤の反応により三次元ネットワーク構造を形成して硬化し、接着剤や構造材料と
して広く用いられている。エポキシ樹脂の硬化過程における不均一構造形成と硬化物の物性を分子スケールで
理解することを目的に行った全原子および粗視化分子動力学計算について紹介する。

の当社での応用事例
花王株式会社
解析科学研究所 主任研究員
武田 康助

はソフトマテリアルの吸着や相溶に係る物理量を高い精度でなおかつ効率よく求められる
ソフトウェアである。本講演では固液界面での高分子の吸着現象、ならびに樹脂中でのセルロースナノファイ
バーの分散技術に応用した事例を紹介する。

※プログラムは予告なく変更される場合がございます。ご了承ください。



午後の部：

化学分野における大規模言語モデル の適用

インダストリー・プロセス・コンサルタント
笠井 俊宏

大規模言語モデル は、近年、本来の適応領域である自然言語の領域を超え、画像や音声の生成や
コンピューター操作の自動化等で社会実装が積極的に進められています。同時に、化学領域において
も”生成する”という の能力を研究開発に活かす挑戦が続けられています。
このセッションでは、 の化学領域における適用事例と 製品による実装例、そして従来の手
法と比較した場合の長所と短所についてご紹介致します。

創薬研究のためのデータ活用基盤の構築
ラクオリア創薬株式会社研究開発部門インフォマティクス研究部部長 ／
名古屋大学環境医学研究所ラクオリア創薬産学協同研究センター特任准教授
森田 幹雄

創薬研究で扱うデータは大規模化かつ多様化の一途をたどっており、必要なデータや情報を効率よく取
得／集積／解析／可視化することは研究推進に直結する極めて重要な課題である。この課題に対して、
効率化に加えて持続性・発展性も考慮しながら、 を中心とするデータ活用基盤の構築を
進めてきた。本発表では我々のいくつかの取り組みについて紹介したい。

カネカにおける を基盤とした 推進
株式会社カネカ
２ 本部 ２ 戦略室 兼 グループ幹部職
神田 彰久

カネカでは全社的に を加速しており、研究部門では 年度から の導入を段階的
に行っている。当社はライフサイエンス、高分子、食品等、多様な事業分野を持つため、それぞれに
あった利用法の提案と合わせ、共通利用可能な のツール開発、 人材教育を並行して進
めている。本発表ではこれまでの取り組み事例について紹介する。

電子実験ノート追加機能開発基盤の構築
株式会社レゾナック
計算情報科学研究センター 情報・インフォマティクスグループ チーフ・リサーチャー
川原 悠

レゾナックは 年から、社内資産である研究開発記録の「蓄積」「共有」「活用」を目的に
を導入し全社的な普及に取り組んできた。当社は有機・無機・金属にわたる多様な事業を展

開しておりそれぞれに適した電子実験ノートの機能が求められている。これまで、各現場での導入支援
や追加機能開発を行い、利用者満足度の向上に努めてきた。従来の追加機能開発には主に

を使用していたが、近年では の を活用している。さらに、
などのクラウドサービスと連携し、保守性の高い機能開発基盤を構築した。本講演で

は、 の拡張性を活用した開発基盤構築の具体的な事例を紹介する。



午後の部：

三菱ケミカルの デジタルインフラ構想と電子実験ノート
三菱ケミカル株式会社 ファンクショナルエクセレンス本部 企画部 担当部長
瀧原 毅

三菱ケミカルは 年 月に三菱系素材 社、更に日本化成、日本合成化学を統合して現在に至る会
社である。多岐に亘る製品や技術は相乗効果が期待できる一方、沿革に由来して研究開発拠点が点在
しており、異なる知を結び付け価値創出に繋げるか、ヴァーチャルな というコンセプトから
デジタルインフラの整備を行ってきた。電子実験ノートはその一翼であり、導入効果や課題等を発表
する。

Pipeline Pilotの導入とその活用
クミアイ化学工業株式会社 化学研究所 研究管理課
青木 寛人

クミアイ化学工業では、 年に の後継として を導入し、自社化合物管理シ
ステムを構築した。本公演では、 の導入までの経緯と、その後の活用事例を紹介する。

キリンホールディングス株式会社における電子実験ノートの導入及びその効果と
影響について
キリンホールディングス株式会社 キリン中央研究所 主査 主務
篠原 裕之

キリンホールディングス株式会社では研究公正の担保と将来的な研究データ活用に向けたデータ基盤
構築を目的に の導入を進めている。食から医にわたる多様な研究を進めイノベー
ション創出を目指す中で、 を選定した理由、定着施策、導入後の変化や現状を紹介
したい。

原材料を紐づけた配合管理で実現する法規制コンプライアンスチェック

インダストリー・プロセス・コンサルタント
亀井 理恵

グローバル展開を見据える企業が増える昨今、研究所では海外向けの配合設計を行う際に、製品のク
オリティとともに法規制コンプライアンスのチェックに多大な労力を割くことが増えています。その
ような中、 年 月に から新たに法規制コンプライアンスチェックのアプリケーションが
リリースされました。今後は、原材料を紐づけた配合設計、それらの試作試験と結果入力、これらの
データの活用を目指した各アプリケーションとの連携も予定されています。今回は現在搭載されてい
る法規制コンプライアンスチェックの機能と、今後の展開をご紹介いたします。


